
青山ファミリーオフィスサービス始動から3年
一族の在り方・将来を支える人にも着目した支援により、「承継」から「永続」へ
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（株）青山ファミリーオフィスサービスの設立から3年が経ち
ました。30年以上に渡りご提供してきた「財産領域」のご支
援に、「非財産領域」のご支援が加わったことで、お客様に
ご提供できるサービスの幅が広がりました。時代とともに
変化し、多様化するお客様のお悩みにお応えできるよう、
グループ全体で尽力してまいります。今後とも当社グループを
よろしくお願いいたします。

代表取締役社長

To p i c s

「財産」のことなら青山財産ネットワークス
ホームページでは旬な情報を随時更新しています 青山財産 検索 https://www.azn.co.jp

AZN News

■ダイヤモンド社発行
　「相続＆事業承継で頼りになるプロ セレクト100」に掲載
■相続・事業承継・財産運用に役立つ資料のご案内
■ADVANTAGE CLUB 「浜松町」を新規組成

https://www.azn.co.jp


大手税理士法人での税務申告業務・
相続事業承継コンサルティング業務を
経て、2018年に青山財産ネットワーク
スに入社。 事業承継を専門とし、上場
企業から中小企業まで企業オーナー
向けのコンサルティングに従事。

松川 洋平

コンサルティング第二事業本部
第一事業部 部長

金融機関勤務後、2016年に青山財産
ネットワークスに入社し、事業承継コン
サルティングに従事。2021年の青山
ファミリーオフィスサービスに立ち上げ
から関与し、現在ファミリーガバナンス
分野のコンサルティングを中心に提供。

川口 和貴

コンサルティング第二事業本部
第一事業部 AFOSグループ グループ長

S p e c i a l  F e a t u r e

青山財産ネットワークスは2021年1月、株式会社青山ファミリーオフィスサービス（AFOS）を設立し、ファミリーオフィス
サービスを開始しました。スタートから3年間の取り組みを、支援事例を交えてお伝えします。

青山ファミリーオフィスサービス始動から3年
一族の在り方・将来を支える人にも着目した支援により、
「承継」から「永続」へ
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す
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す
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。
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選
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図
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介
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一族理念

I

IV

VI

V

個々人の
成長と育成

事業及び
財産の承継

II

III
事業経営と

一族財産の運用

ファミリー
ガバナンス

社会貢献

■一族での永続的な承継を実現する
   6つの仕組み

▶

より詳しい    
    記事情報はこちら

https://www.azn.co.jp/column/detail.html?itemid=1721&dispmid=904&TabModule905=0


相続・事業承継・財産運用に役立つ
資料のご案内

2024年4月23日にダイヤモンド社から発行される「相続＆事業承継で頼りになるプロ セレクト
100」で相続・事業承継・不動産ソリューションの専門家としてご紹介いただいております。
当社は、現金・株式・不動産といった「目に見える財産」に加え、創業者の理念やご一族の関係性と
いった「目に見えない財産（非財産）」の両方の承継に対して包括的に準備することが重要である
と考え、財産分野と非財産分野のご支援を統合的に行うコンサルティングにも力を入れています。
本誌右ページで詳しい事例をご紹介しておりますので、ぜひご一読ください。

ダイヤモンド社発行
「相続＆事業承継で頼りになるプロ セレクト100」に掲載

当社ホームページでは、皆さまの気になるポイント・お悩みに役立つ
資料を掲載しています。
コンサルタントの知識・経験に基づいた解説や、実際に当社がお客様に
ご提案した事例など、今後更に多くのニーズにお応えできるよう種類の
充実を図ってまいります。
また、本年2月に発行した税制改正に関するパンフレットも掲載して
いますので、ぜひご覧ください。

当社が主力コンサルティング商品として提供する不動産小口化商品「ADVANTAGE 
CLUB」は、多くの方にお申込みをいただき、2024年3月に「浜松町」に任意組合を新規組成
いたしました。今回の対象物件エリアは、東京を代表するビジネス街且つ、羽田空港の玄関口
として長年にわたり発展する一方、東京タワーや芝公園などの都内有数の名勝や公園もあり、
ビジネス以外の側面も持ち合わせた特色あるエリアとなっています。また、近年では複数の大
型再開発プロジェクトも進行し、更なる発展・賑わいが期待されています。ADVANTAGE 
CLUBではお客様の多様なニーズにお応えできるよう、定期的な商品組成を展開してまいります。

「浜松町」を新規組成
不動産特定共同事業（任意組合金銭出資型）

オーキッドプレイス浜松町
2002年～
（2024年3月末現在）

累計組合数

73組合
組成累計額

1,470.6億円
のべ組合員数

6,169名

A ZN  N ew s

▶

詳細はこちら

https://www.azn.co.jp/about/report/whitepaper.html


相続・事業承継・不動産に関するご相談がございましたら、お気軽にお問い合わせください。 ■ご意見、ご感想などございましたらこちらまで

azn-pr@azn.co.jp0120-022-313

青山財産ネットワークスグループ

平日／9：00～17：00

本冊子は、過去に当社にご相談いただいたお客様へ向けて、当社および当社グループ会社の業務に関する情報のご案内として送らせていただいております。お客様の個人情報は、個人情報保護関連法及び当社の
プライバシーポリシーに従い、適切に管理しております。今後、当社からのご案内をご希望されない場合は、お手数ではございますが、上記お問い合わせ先までお申し出ください。
株式会社青山財産ネットワークス　個人情報お問い合わせ窓口

青山財産レポート事務局

2404081

本年3月、資産管理会社の活用に悩む方・大切な財産を守りたいとお考えの方などを対象に、『事例から導く「華麗な
る資産管理会社」活用術』セミナーを開催いたしました。資産管理会社の有効な活用手段や資産管理会社による運用
での失敗・成功事例をわかりやすくご紹介しています。セミナーの様子を記事にまとめましたので、ぜひご覧ください。

「財産」のことなら青山財産ネットワークス

A ZN  I n f o rm a t i o n

お知らせ

最新の資産管理会社活用術セミナーの
講演記事を公開

運用は順調だが、財産の分割に支障をきたしたケース
会社を設立して15年を経たAさん。長男・長女は結婚し、計3人の孫に恵まれています。金融機関から借入もして
一族の核となるような不動産を取得。順調に運用していた中で、Aさんが急逝し、突然相続が発生。
これまで資産管理会社の運営ではAさんがリーダーシップをとっていたため、家族は状況を把握しておらず、株式も
財産も法定相続分どおりに承継。株は配偶者が40％、長男・長女それぞれ30％を保有するに至りました。
ここから、家族間で今後の会社運営の方針について揉めることが増えてきました。資産管理会社として残し、子どもに
継がせたい長男と、法人を解散してキャッシュ化したい長女とで折り合いがつかず、関係が悪化してしまったのです。

Aさんは生前にどのような対策を打っておけば、このような事態を回避でき
たのでしょうか。やはり、承継に関する方針をしっかりと定め、家族に共有
するべきだったのです。

資産管理会社の株式承継の方針はもちろん、全体の財産の承継方針を定めておくことをお勧めしています。そして、
承継方針に関しては「なぜそのように考えたのか」も含めて、家族に伝えておくべきなのです。ご家族が納得して
こそ、初めて事前対策が完了します。

セミナーでご紹介した事例を一部公開！

家系図

本人75歳

長男44歳配偶者

子 3歳 子 8歳子 8歳

長女40歳 配偶者

配偶者70歳

＜この事例における問題点＞
■会社を半分に分けるにしても、株が持ち合いになることを解消しなければならない
■持ち合いを解消して半分に分けるにしても、核となる不動産は売却しなければならない
■長女の株の持分を買い取るにしても、長男・法人共に負担が大きい

＜具体的な方策＞
【1】一定のルールを決めた上で長男・長女で株を持ち合う
【2】会社は長男、他の財産を長女に渡してバランスを取る
【3】2つ会社を作っておく、または分割しやすいような資産に投資しておく

セミナー詳細や
詳しい事例内容は

こちら▶

不動産会社の代表を経た後、当社入社。不動産や
信託の活用を軸とした永続型の財産承継コンサル
ティングを実行。当社の30年に渡るノウハウを
まとめた『「5つの視点」で資産と想いを遺す～人生
100年時代の相続対策～』を執筆。

銀行にて中小企業オーナーや富裕層営業を経験した後に、当社入社。
金融資産家や企業オーナーの財産活用と承継に対する相談対応に
従事。資産配分の策定や、資産管理会社活用に関するコンサルティング
経験多数。理論と顧客自身の意向の掛け合わせによって、財産の運用
方針を決めることをモットーにコンサルティングを行う。

相 澤光

コンサルティング第二事業本部
第三事業部 副部長

森田貴之

コンサルティング第二事業本部
第三事業部 サクセスグループ
グループ長

講師紹介

https://www.azn.co.jp/column/detail.html?itemid=1722&dispmid=904&TabModule905=0



